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市政の話題

1

認
知
症
な
ど
で
行
方
不
明

に
な
っ
た
高
齢
者

の
捜
索
を
想
定
し
た
模
擬
訓
練
を
、11
月

５
日（
水
）、古
田
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、自
治
会
や
民
生
委
員
、老
人

会
、介
護
保
険
関
係
事
業
所
の
ほ
か
、田
原

警
察
署
員
や
消
防
署
員
な
ど
約
40
人
が
参

加
。家
族
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
の

捜
索
届
の
提
出
か
ら
、現
地
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、参
加
者

が
地
域
に
出
て
徘は
い
か
い徊

者
役
に
声
を
か
け
た

り
、目
撃
情
報
を
集

め
た
り
す
る
な
ど
、

発
見
ま
で
の
手
順
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、９
月
か
ら
開
始
し
た
徘

※

徊
高
齢

者
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
説
明

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
情
報
伝
達
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者

な
ど
の
早
期
発
見
を
図
る
目
的
で
、平
成

24
年
５
月
か
ら「
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登

録
制
度
」を
開
始
し
、63
名（
11
月
１
日
現

在
）が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
関
す
る
相
談
は
、お
気
軽
に
高

齢
福
祉
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※【
徘
徊
高
齢
者
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】徘
徊
高
齢
者
の
捜
索
協
力
や
日

常
業
務
に
お
け
る
見
守
り
な
ど
を
役
割
と

し
、福
祉
関
係
事
業
所
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業

者
、公
共
交
通
、金
融
機
関
、新
聞
販
売
店
な

ど
、現
在
47
の
協
力
機
関
が
登
録
。緊
急
時

に
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情
報
を
送
信
し
、捜
索
協
力
を

依
頼
。

　

今
後
も
、高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
き
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課
☎
23
局
４
６
５
４

O
ld-age W

elfare

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
地
域
で
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
＆
高
齢
者
の
見
守
り

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
に
は
、人
口

の
６
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
に
な
る
と
医
療
や
介
護
の
必

要
性
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

市
で
は
、地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、医
療
と
介
護
の

連
携
を
は
じ
め
、地

※

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
】高
齢
で
医
療

や
介
護
な
ど
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、最

期
ま
で
地
域
で
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
が
切

れ
目
な
く
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。

　

市
で
は
、次
の
事
業
に
よ
り
、地
域
で
の

体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
医
療
と
介
護
が
連
携
で
き
る
体
制
作
り

◦
家
族
介
護
支
援
教
室
の
開
催

◦
介
護
・
認
知
症
予
防
教
室
の
開
催

◦
出
前
講
座（
認
知
症
、地
域
包
括
ケ
ア
）

◦
住
ま
い
の
充
実（
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
）

　

今
後
、各
地
区

に
お
い
て
医
療
介

護
関
係
者
、自
治

会
、民
生
委
員
、住

民
、市
な
ど
が
協

働
し
て
、地
域
課

題
の
検
討
・
改
善

を
行
い
、住
民
が

安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

◦訓練の様子

❖田原市地域医療・介護を考える講演会
　～住み慣れた地域で最期まですごすために～
　市の医療・介護の現状、地域包括ケアの取り組み、そして、
どのように終末期を迎えるかを考えるための講演会です。

講師◉佐藤健氏（国立病院機構 豊橋医療センター緩和ケア部長）
日時◉平成 27 年 1 月 18 日（日）午後 1 時 30 分～
場所◉赤羽根文化会館 文化ホール
定員◉ 350 名（先着順）
申し込み◉平成 27 年 1 月 8 日（木）までに電話にて

▶高齢福祉課☎ 23 局 4654

◦多職種連携研修会の様子

■地域包括ケアシステムのイメージ

生活支援・介護予防

住まい

通院
通所

訪問介護・看護
地域包括支援センター・
ケアマネージャー

医療 介護

老人クラブ・自治会・
介護予防・生活支援 など

相談業務やサービ
スのコーディネート
を行います。

●グループホーム
●小規模多機能
●デイサービス
など

24時間対応の定
期巡回・臨時対応
サービスなど

在宅医療など
訪問看護

自宅・ケア付き高齢者住宅

※地域包括ケアシステム
は、人口1万人程度の中
学校区を単位として想定
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市政の話題

H
ealth

y C
ity

健
康
都
市
連
合
国
際
大
会
・
総
会

田
原
市
は
新
会
員
認
証
を
授
与

健
康
都
市
連
合
国
際
大
会
・
総

会（
第
６
回
）が
10
月
29
日

（
水
）～
31
日（
金
）の
日
程
で
、香
港
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。田
原
市
は
、新
会

員
認
証
の
授
与
の
た
め
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は「
す
べ
て
の
施
策
で
健
康
を
」を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
、18
カ
国

か
ら
自
治
体
、政
府
関
係
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、大
学

な
ど
約
８
０
０
名
が
参
加
し
、健
康
都
市

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
発
表
や
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。分
科
会
で
は
、

災
害
・
危
機
時
の
公
衆
衛
生
、高
齢
者
に
や

さ
し
い
都
市
づ
く
り
、感
染
症
の
予
防
・
管

理
、た
ば
こ
の
害
を
受
け
な
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
報
告
・
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、健
康
都
市
連
合
事
務
局
か

ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
や
今
後
の
活
動

計
画
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
２
０
１
６
年
は
、韓
国
・
ウ
ォ
ン
ジ

ュ
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▪
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　

田
原
市
で
は
今
後
、ま
ち
づ
く
り
を「
健

康
」の
視
点
で
考
え
、誰
も
が
外
出
で
き
、自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
で
心
の
安
ら
ぎ
と

健
康
増
進
が
図
ら
れ
、安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、都
市
と
都
市
の
枠
を
越
え
た
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、先
進
健
康

都
市
と
の
情
報
交
換
を
通
し
て
田
原
市
も

健
康
都
市
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▪
ま
ち
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
健
康
づ
く
り
を
ぜ

ひ
、始
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、家
族
や
友

人
を
誘
っ
て
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
取
り
組
み
、「
健
康
の
輪
」を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５

2

「
東
三
河
広
域
連
合（
仮

称
）」を
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、皆
さ
ん
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Q　

広
域
連
合
で
市
町
村
の
仕
事
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、市
町
村
の
窓
口
が

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
？

A　

広
域
連

合
は
、８

市
町
村
と

役
割
を
分

担
し
、互

い
に
連
携

し
て
仕
事
を
行
って
い
き
ま
す
。

　
　

住
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
や
り
と
り

を
す
る
窓
口
の
仕
事
な
ど
は
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
行

う
た
め
、な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。皆
さ
ん
が
不
便
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

Q　

広
域
連
合
で
使
う
お
金
は
ど
う
す

る
の
？

A　

広
域
連
合
で
使
う
お
金
は
、８
市

町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
ご
と
に
人

口
や
処
理
件
数
な
ど
の
割
合
に
応
じ

て
負
担
し
ま
す
。

Q　

現
在
の
東
三
河
の
連
携
状
況
や
取

組
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
？

A　

東
三
河
広
域
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ほ
の
国
」で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

交
流･

連
携
活
動
や
広
域
課
題
の

研
究
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、広
域
連
合
設
立
に
向
け
て
の

情
報
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.east-m

ikaw
a.jp/

▼
東
三
河
広
域
協
議
会
広
域
連
合
設
立

準
備
室
☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
７
７

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

3

▲東三河広域協議会ホームページ
　「ほの国」トップぺージ

▲新会員認証を受け取る岡田健康福祉部次長
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◉田原市いじめ防止方針を策定
　いじめは、どの学校にも起こり得る問
題で、すべての児童・生徒に関わります。
　すべての子どもが安心して生活を送る
ことができるように、いじめを生み出さ
ない学校、家庭、地域の風土をつくること
が大切です。
　「いじめをしない、させない、見逃さな
い」ための取り組みを積極的に展開する
ため、田原市いじめ防止方針を策定しま
した。
　この方針は、学校、家庭、地域、教育委員
会などが「総ぐるみの取り組み」を目指す
ものです。それぞれの役割と責任を明確
にした「メッセージ」という形式をとって
います。
　一人ひとりが「自分ごと」として、取り
組むことを期待しています。
※「田原市いじめ防止方針」は、市教育委
員会ホームページからダウンロードでき
ます。

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/kyoiku/

◉不登校の子どもへの支援
　市では、不登校の子どもに対する支援
も行っています。
　登校の意思はありながら、学校に登校
できない子のために、赤羽根市民セン
ター内に、適応指導教室「くすの木教室」
をおいています。ここでは、安心して学習
できる環境の中、自主学習や友達との関
わりを通して、不登校の子どもの成長を
支援します。
　また、保護者と連携して、学校復帰に向
けての支援をしています。

◉悩んだら、遠慮なくご相談を
　赤羽根市民センター内には、いじめや
不登校、教育に関する相談を行っている

「教育サポートセンター」があります。　
教育相談員、教育活動コーディネーター、
カウンセラーなどを配備しています。
　お子さんのことで、困っていること、悩
んでいることがありましたら、遠慮なく
ご相談ください。

い
じ
め
を
し
な
い

さ
せ
な
い
、見
逃
さ
な
い

　子どもが、安心して生き生きとし
た学校生活を送ることができるよ
うに、市では、いじめや不登校への
対応を積極的に進めています。

▶学校教育課☎23局3679

◀若戸小学校児童によるいじめ防止メッセージ。
田原市いじめ防止方針には、市内全小・中学
校の子どもたちからのメッセージを掲載

◦教育サポートセンター
　お子さんの教育・いじめ問題などについてお困り
ごとがありましたら、直接または電話・Eメールで、お
気軽にご相談ください。秘密は厳守されます。

【教育相談ダイヤル】☎45局３２８７
【いじめ相談ダイヤル】☎45局３４１３ 
受付時間▶月～金曜日／午前９時30分～午後４時
※時間外は留守番電話で受け付けます。

soudan@city.tahara.aichi.jp

一人ひとりが
自分ごと！！

道の駅あかばねロコステーション

赤羽根文化会館

文化の森

赤羽根漁港

太平洋
ロング

ビーチ
赤羽根港

向八反田 大荒古
高松一色

瑪瑙寺

中村

大石

厳王寺

田原市赤羽根
市民センター



平成26年12月1日│　 │5



　

消
防
団
員
募
集
！

　　

田
原
市
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
消
防
団
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
郷
土
愛
護

の
精
神
の
も
と
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て

災
害
か
ら
人
命
・
財
産
を
守
り
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
や
職
場
環
境
の
変
化

に
伴
い
年
々
団
員
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
消
防
団
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
消
防
署　

☎
23
局
４
０
７
５　

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

今
年
で
32
回
目
と
な
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
幼
少
期
か
ら
消
防
へ
の
親
し
み
と

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
育
み
、
市
内

全
域
に
火
災
予
防
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
市
内
の
小
学
校
６
年
生

５
９
０
名
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
、
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
※
敬
称
略

▪
最
優
秀
【
田
原
市
防
火
協
会
長
賞
】

▪
優
秀
【
田
原
市
長
賞
】
西
田
太
郎
（
田

原
東
部
小
）【
田
原
市
議
会
議
長
賞
】
寺

田
愛
基
（
大
草
小
）【
田
原
市
教
育
長
賞
】

永
井
梨
恋
（
清
田
小
）【
田
原
市
消
防
団

長
賞
】
富
田
紗
朱
（
童
浦
小
）【
田
原
市

危
険
物
安
全
協
会
長
賞
】大
谷
菜
々
香（
清

田
小
）【
田
原
市
消
防
長
賞
】高
橋
怜
花（
清

田
小
）　

　

最
優
秀
・
優
秀
・
入
選
作
品
30
点
は
、

平
成
27
年
２
月
ま
で
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
６
カ
所
で
開
催
さ
れ
る
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
で
掲
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
優
秀
作
品
は
愛
知
県
の
平
成

26
年
度
防
火
作
品
展
に
お
い
て
も
入
選
し

ま
し
た
。
な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
田
原

市
防
火
協
会
・
田
原
市
危
険
物
安
全
協
会

の
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
火
災
予
防
啓

発
の
た
め
、
市
内
の
公
共
施
設
や
事
業
所

に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

御お
ん
た
け
さ
ん

嶽
山
噴
火
災
害
に
出
動

　

　

９
月
27
日

に
御
嶽
山
が

噴
火
し
、
多

く
の
尊
い
命

が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　

多
数
の
行

方
不
明
者
が

発
生
し
た
と

い
う
情
報
か
ら
総
務
省
消
防
庁
は
、
愛
知

県
・
静
岡
県
・
東
京
都
お
よ
び
山
梨
県
に

対
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
出
動
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
か
ら
は
、
名
古
屋
市
の
救
助
隊

な
ど
９
隊
が
9
月
28
日
深
夜
に
出
動
、
田

原
市
も
後
方
支
援
隊
と
し
て
9
月
29
日
の

早
朝
に
後
を
追
う
形
で
出
動
し
ま
し
た
。

　

田
原
市
か
ら
は
、
10
月
11
日
ま
で
の
13

日
間
に
、
交
代
で
13
名
の
隊
員
が
派
遣
さ

れ
、
現
地
で
は
、
夜
営
や
活
動
準
備
な
ど

を
行
う
活
動
拠
点
か
ら
、
ヘ
リ
で
山
頂
に

向
か
う
救
助
隊
員
を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
災

害
支
援
車
で
搬
送
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
助
活
動
を
終
え
た
隊
員
が
す

ぐ
に
食
事
や
休
憩
が
取
れ
る
よ
う
に
活
動

拠
点
で
の
支
援
準
備
を
東
三
河
の
消
防
隊

員
と
共
に
実
施
し
ま
し
た
。

も
う
い
い
か
い

　火
を
消
す
ま
で
は

　ま
あ
だ
だ
よ 消太

救子

冬
号

◦4 都県から出動した救助隊員

◦田原市から出動した災害支援車

◦豊川市消防署前　後方支援隊出発式

大草小学校 
太田有紀

◦ヘリに乗り込む救助隊員

◦活動拠点での支援準備
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〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
競
走
用
自
動
車
○
○
○
○
○
カ
ー
。

④
投
球
と
同
時
に
走
者
は
ス
タ
ー
ト

を
切
り
打
者
は
絶
対
に
バ
ッ
ト
に
あ

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
戦
。

⑥
投
げ
た
石
を
拾
っ
て
帰
る
昔
の
遊

び
、け
ん
○
○
○
。

⑦
擬
音
の
一
種　

物
体
が
衝
突
し
た

際
の
音
。

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
水
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　

ツ
ウ
ホ
ウ
】

（
応
募
総
数
35
通
中
、正
解
35
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
伝
説
に
な
る
よ
う
な
名
声
を
成
し
遂
げ
た
人
物
。

②
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
初
期
の
対
戦
を
免
除

に
な
る
権
利
。

③
シ
ャ
チ
を
英
語
で
言
う
と

⑤
戦
国
の
騒
動
。応
仁
の
○
○
、島
原
の
○
○

な
ど
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 ⑧

⑩

①Ｂ

Ａ

Ｃ

② ③

④

⑥

⑦

⑤D

観
点
か
ら
市
内
全
域
に
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

鎮
火
放
送
は
、
火
災
発
生
地
区
別
（
田

原
、赤
羽
根
、渥
美
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
で
は
、

火
災
発
生
・
鎮
火
と
も
メ
ー
ル
送
信
し
て

い
ま
す
。

▪
安
全
安
心
ほ
っ
と
メ
ー
ル
登
録
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
読
み
取
れ
な
い
場
合

は
、
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

bousai.tahara-city@
raiden.

ktaiw
ork.jp

❖
登
録
ま
で
の
流
れ

　
【
空
メ
ー
ル
送
信
】→【
登
録
案
内
受
信
】

→
【
必
要
事
項
を
入
力
し
て
登
録
】
→

【
登
録
完
了
】

　

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
、
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
保

育
園
や
幼
稚
園
で

防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
て
い
ま

す
。
法
被
を
着
た

園
児
た
ち
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
元
気
よ
く

「
火
の
用
心
！
」
と
沿
道
を
行
く
人
々
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　   

災
害
時
の
強
い
味
方

　  

現
在
、
火
災
発
生
放
送
は
、
消
防
団
の
出

動
や
近
隣
住
民
へ
の
周
知
、
火
災
予
防
の

◦高松保育園のパレード
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40

農
地
利
用
集
積
促
進
員
が
決
定

農
地
の
売
買
・
貸
借
の
仲
介
や

有
効
利
用
の
促
進
を
行
い
ま
す

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

事
業
や
、
農
業
委
員
会
活
動
の
円
滑
な
実

施
を
促
進
す
る
た
め
農
地
利
用
集
積
促
進

員
が
設
置
さ
れ
、
９
月
１
日
に
決
定
し
ま

し
た
。
業
務
の
内
容
は
、
農
地
の
売
買
や

貸
借
の
仲
介
・
農
地
の
有
効
利
用
の
促
進

な
ど
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
７
月
27
日
ま
で
で

す
。
農
業
委
員
は
農
地
利
用
集
積
促
進
員

を
兼
務
し
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
以
外
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

無
断
転
用
は
法
律
違
反
で
す
！

農
地
を
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
に
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

●
農
地
転
用
と
は

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
、
資
材

置
場
、
駐
車
場
な
ど
農
地
以
外
の
用
地
に

転
換
す
る
こ
と
で
す
。
一時
的
に
資
材
置
場

な
ど
に
利
用
し
て
も
転
用
に
な
り
ま
す
。

●
農
地
を
転
用
す
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
事
前
に

許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
農

業
委
員
会
事
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
農
地
法
第
４
条
許
可
】

自
分
名
義
の
農
地
を
、
自
分
で
宅
地
や

駐
車
場
・
資
材
置
場
な
ど
に
す
る
と
き

【
農
地
法
第
５
条
許
可
】

自
分
名
義
以
外
の
農
地
を
買
っ
た
り
借

り
た
り
し
て
、
宅
地
や
駐
車
場
・
資
材

置
場
な
ど
に
す
る
と
き

●
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場
合

　

許
可
ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合

　

い
ず
れ
も
農
地
法
違
反
で
す
。
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

◎
違
反
転
用

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
）

◎
違
反
転
用
に
お
け
る
原
状
回
復
命
令
違
反

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
）

氏名 住所 電話番号 校区

松井茂雄 神戸町西中島 1 番地 22局2430 神戸

細井儀宣 豊島町東屋敷8番地 22局2003 田原東部

岡田和夫 吉胡町郷中203番地１ 22局3409 童浦

木下哲彦 片浜町前畑30番地１ 22局3469 童浦

杉浦道悟 野田町弥次兵衛69番地１ 25局0121 野田

山田　通 野田町仲瀬古38番地 25局0255 野田

横田　均 赤羽根町西瀬古49番地 45局2689 赤羽根

本田　司 若見町下地26番地２ 45局3336 若戸

中村藤祐 小塩津町東瀬古21番地 38局0013 堀切

粕谷清明 伊良湖町長切2416番地 35局6026 伊良湖

本田敏郎 亀山町岡山２番地16 35局1209 亀山

天野靖浩 中山町成美161番地 32局0926 中山

森下政治 小中山町北郷236番地 32局0743 中山

橋本　朗 折立町蔵道上127番地10 32局2407 清田

鈴木春彦 伊川津町郷中69番地 37局0365 泉

▪農地利用集積促進員（農業委員会委員を除く）

☎23局3519／FAX22局3817

平成26 年12月１日

平成26年12月1日 │　 │8



農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

受
付
期
間
は
１
月
９
日
金
ま
で

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
法
律
に
よ
り
農

業
委
員
会
の
選
挙
権
の
あ
る
人
か
ら
の
申

請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
は
、
提
出
さ
れ

た
申
請
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

所
を
有
し
、
平
成
７
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

❶
耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で

耕
作
を
営
む
方

❷
❶
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親
族

で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
方

❸
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を
営

む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま

た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
方

●
申
請
書
の
配
布

関
係
す
る
世
帯
に
は
12
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
選
挙
権
の
あ
る
方
で
申
請
書

が
届
か
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
書
の
提
出

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、

市
農
業
委
員
会
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
に

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
さ
れ
る
申
請
書
に
は
、
返
信
用

封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

農
業
委
員
会
へ
お
届
け
く
だ
さ
い

権
利
を
取
得
し
た
方
が
届
出
を

　

相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
の
権
利
を
取

得
す
る
場
合
は
農
地
法
に
よ
る
許
可
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
の
あ

る
市
町
村
の
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要

で
す
。
権
利
が
確
定
（
相
続
登
記
な
ど
）

し
た
時
点
で
、
権
利
を
取
得
し
た
方
が
届

出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

農
地
転
用
許
可
後
は

地
目
変
更
の
手
続
き
を

法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
を
し
ま
し
ょ
う

　

農
地
転
用
（
一
時
転
用
を
除
く
）、
許

可
後
、
転
用
目
的
の
と
お
り
工
事
が
完
了

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
簿
上

の
地
目
が
農
地
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
土

地
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
た
と
し
て

も
、
法
務
局
で
地
目
変
更
登
記
を
し
な
い

限
り
登
記
簿
上
の
地
目
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
目
変
更
登
記
に
は
、
農
地
転

用
の
許
可
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
許
可

書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

管
理
不
足
の
農
地
は

不
法
投
棄
や
火
災
発
生
の
原
因
に

　

遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と
、
雑
草
が
生

い
茂
り
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
火

災
の
発
生
な
ど
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
、
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
を
散
布
す
る
際
は
、
過
剰

施
肥
を
抑
制
し
、
生
活
環
境
に
十
分
に
配

慮
し
、
水
質
汚
濁
な
ど
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
農
地
の
所
有
者
や
農
地
を
借
り

て
い
る
方
は
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
改
良
は
工
事
前
に
手
続
き
を

優
良
農
地
の
確
保
と
安
定
経
営
の
た
め
に

　

所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
が
、
農
地
を
農

地
と
し
て
改
良
す
る
た
め
に
、
埋
め
立
て

盛
土
工
事
（
転
用
を
伴
う
も
の
は
除
く
）

を
す
る
場
合
に
は
、
工
事
前
に
農
地
改
良

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
優

良
農
地
の
確
保
や
農
業
経
営
の
安
定
を
目

的
に
、
農
地
法
に
違
反
す
る
転
用
行
為
を

未
然
に
防
止
す
る
る
た
め
で
す
。

　

農
地
改
良
を
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に

工
事
の
内
容
を
確
認
し
、
耕
作
に
適
す
る

土
で
埋
め
立
て
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
を
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
現
地
の
状
況
を

常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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予算額（構成比）

収入済額（収入率）

未収入分

●歳入 収入率
61.9%

予算額 296億8,838万円
収入済額 183億6,365万円

市税
164億1,370万円

（55.3％）

118億4,171万円
（72.1％）

6億6,382万円
（44.6％）

25億6,771万円
（78.0％）

1億4,807万円
（44.8％）

2億950万円
（50.6％）

2億3,971万円
（9.5％）

3,388万円
（43.9％）

128万円
（108.5％）

1億9,000万円
（24.9％）

15億1,433万円
（136.0％）

9億5359万円
（43.1％）

分担金
及び負担金
3億3106万円

（1.1％）

使用料
及び手数料
4億1,392万円

（1.4％）

国庫支出金
22億1,395万円

（7.4％）

県支出金
25億3,343万円

（8.5％）

財産収入
7,719万円
（0.2％）

繰越金
11億1,381万円

（3.8％）

繰入金
5億759万円
（1.7％）

寄附金
118万円
（0.0％） 諸収入

7億6,371万円
（2.5％）

市債
5億4,000万円

（1.8％）

地方交付税
32億9,100万円

（11.0％）

地方譲与税等
14億8,780万円

（5.0％）

予算額（構成比）

支出済額（支出率）

未支出分

●歳出 支出率
34.3%

予算額 296億8,838万円
支出済額 101億8,489万円

民生費
85億1,747万円

（28.7％）

衛生費
24億8,875万円

（8.4％）

労働費
2,232万円
（0.1％）

農林水産業費
27億1,431万円

（9.1％）

商工費
8億7,224万円

（2.9％）

土木費
37億6,879万円

（12.7％）

消防費
16億5,732万円

（5.6％）

教育費
30億4,594万円

（10.3％）

災害復旧費
0.4万円

（0.0％）

公債費
34億8,183万円

（11.7％）

議会費
2億1,610万円

（0.7％）

その他
3,000万円
（0.1％）

総務費
28億7,327万円

（9.7％）

37億9,085万円
（44.5％）

7億397万円
（28.3％）

2,070万円
（92.7％）

2億9,573万円
（10.9％）

2億5,360万円
（29.1％）

5億8,759万円
（15.6％）

5億2,999万円
（32.0％）

10億6,186万円
（34.9％）

17億1,708万円
（49.3％）

1億1,751万円
（54.4％） 11億595万円

（38.5％）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成26
年度上半期（平成26年4月～平成26年9月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満
を切り捨てているため、合計などに多少のずれが生じています。（9月30日現在）▶財政課☎２７局８６０１

■市債(借入金)の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３４１万７，１３２㎡

建物 市役所・学校など ４０万６２０㎡

基金 財政調整基金など １３４億５，３９１万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億４，９２０万円

一般会計
243億7,165万円

特別会計
112億909万円 教育債

38億1,743万円

土木債 34億1,165万円
その他（衛生債・民生債・農林水産業債など）

25億3,299万円

公共下水道事業特別会計
82億7,144万円

農業集落排水事業特別会計
29億3,765万円

総額●355億8,075万円 臨時財政対策債
82億9,596万円

減収補てん債
28億円4,025万円

総務債 10億6,964万円
減税補てん債 11億1,741万円

公営住宅債 12億8,629万円

コミュニティ支援や国際交流など

求職者への支援

小中学校運営や生涯学習など

高齢者や障害者支援、

保育園の運営など

観光イベントへの支援や

観光施設の管理など

借金の返済

予防接種やごみ処理など

道路や公園の建設など

主な使い道
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予算額（構成比）

収入済額（収入率）

未収入分

●歳入 収入率
61.9%

予算額 296億8,838万円
収入済額 183億6,365万円

市税
164億1,370万円

（55.3％）

118億4,171万円
（72.1％）

6億6,382万円
（44.6％）

25億6,771万円
（78.0％）

1億4,807万円
（44.8％）

2億950万円
（50.6％）

2億3,971万円
（9.5％）

3,388万円
（43.9％）

128万円
（108.5％）

1億9,000万円
（24.9％）

15億1,433万円
（136.0％）

9億5359万円
（43.1％）

分担金
及び負担金
3億3106万円

（1.1％）

使用料
及び手数料
4億1,392万円

（1.4％）

国庫支出金
22億1,395万円

（7.4％）

県支出金
25億3,343万円

（8.5％）

財産収入
7,719万円
（0.2％）

繰越金
11億1,381万円

（3.8％）

繰入金
5億759万円
（1.7％）

寄附金
118万円
（0.0％） 諸収入

7億6,371万円
（2.5％）

市債
5億4,000万円

（1.8％）

地方交付税
32億9,100万円

（11.0％）

地方譲与税等
14億8,780万円

（5.0％）

財政状況を公表します
■一般会計

平成26年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 ７7 億９，９３９万円 ３２億８，８９９万円 ４２．２％ ３３億１，２２３万円 ４２．５％
公共下水道事業特別会計 １６億５，４５８万円 ３億　  ６１３万円 １８．５％ ５億９，６３９万円 ３６．０％
農業集落排水事業特別会計 １０億９，６０６万円 ２億９，５８８万円 ２７．０％ ３億４，７０４万円 ３１．７％
田原福祉専門学校特別会計 １億１，５７８万円 ７，９９４万円 ６９．０％ ５，０４９万円 ４３．６％
介護保険特別会計 ４６億８，０２３万円 ２４億７，５９６万円 ５２．９％ １７億　  ３７１万円 ３６．４％
後期高齢者医療特別会計 ７億　  ９６６万円 ２億　  　４２万円 ２８．２％ １億１，４３９万円 １６．１％

計 １６０億５，５７２万円 ６６億４，７３５万円 ４１．４％ ６１億２，４２７万円 ３８．１％

■特別会計

子ども医療費の補助金など 市民税・固定資産税など
貯金の利子や市有財産の売却など

新たな市の借金

地方消費税や重量税などが

もとになった国からの交付金

酒税・タバコ税・所得税などが

もとになった国からの交付金

道路や公園を作るための

補助金など

市営住宅家賃など

保育所利用料など

去年余ったお金貯金の取り崩し

主な使い道
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全
国
の
舞
台
へ
向
け

疾
走
！

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

10

11

月

月

高
め
よ
う
！

防
災
力
と
防
災
意
識

11
月
8
日［
土
］

▲自主防災会役員から身近な物を利用した応急救護法の説明を受ける
　参加者（やぐま台）　

　

愛
知
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
訓
練
が

中
部
電
力
㈱
渥
美
火
力
発
電
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
訓
練
は
、市
や
県
、同
発
電
所
を
は
じ

め
20
機
関
が
参
加
し
、地
震
に
よ
り
発
生
し
た

危
険
物
の
漏
え
い
や
、火
災
を
想
定
し
た
訓
練

を
海
上
と
陸
上
で
行
い
ま
し
た
。

10
月
30
日［
木
］

▲石油タンクの火災を想定した訓練で、一斉放水を行う消防車

　

中
部
・
北
陸
実
業
団
駅
伝
大
会
が
渥
美
半
島
一

帯
の
7
区
間
83
・
３
㎞
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
部
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

来
年
元
旦
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
の
予
選
会
を
兼

ね
た
こ
の
大
会
。地
元
ト
ヨ
タ
自
動
車
A
が
田
原

市
で
の
開
催
と
な
っ
て
初
め
て
優
勝
し
ま
し
た
。

11
月
16
日［
日
］

▲後続を5分近く引き離す圧巻の走りでした（１位でゴールするトヨタ自
　動車Aのアンカー窪田選手）　

緊
密
な
連
携
を

確
認

　

自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練
が
市
内
全
域
で
開

催
さ
れ
、１
０
３
の
自
主
防
災
会
で
約
１
万
３
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
訓
練
は
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
。自
分
た
ち
の
地
域
は
み
ん
な
で
守
る
」

を
基
本
に
、各
地
域
が
主
体
と
な
って
、被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
毎
年
行
って
い
ま
す
。
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

10

11

月

月

わ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
。今
年
は
田
原
市
12
チ
ー

ム
、伊
勢
・
志
摩
地
域
か
ら
15
チ
ー
ム
の
総
勢
約

４
２
０
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
田
原
市
と
伊
勢
市
の
混
成
チ
ー
ム

も
結
成
さ
れ
、見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
利
を

飾
る
な
ど
、選
手
た
ち
は
野
球
を
通
じ
て
互
い
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
2
日（
日
）・
3
日（
月
・
祝
）の
2
日
間
、田

原
市
長
杯
少
年
野
球
交
流
大
会
が
渥
美
運
動
公

園
野
球
場
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。伊
勢
湾
口

道
路
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、平
成
9
年
か
ら
行

夢
の
懸
け
橋
実
現
へ

深
ま
る
交
流
の
絆

11
月
2
日［
日
］

▲元気よく選手宣誓を行った業平マリナーズ（明和町）の辻慎太郎主将
　【大会結果】Ａブロック優勝：今一色野球スポーツ少年団（伊勢市）、Ｂブロック優勝：新星二見少年野球
　団（伊勢市）

　

渥
美
半
島
菊
花
大
会
が
10
月
28
日
か
ら
11
月
9
日

の
期
間
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
地
域
の
特
産
で
あ
る「
菊
」を
Ｐ
Ｒ

し
、観
光
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、愛
好
家
や
保
育
園
な
ど
か
ら
出
品
さ

れ
た
作
品
が
会
場
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。主
な

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】永
田
日
出
夫（
夕
陽
が
浜
）【
農

林
水
産
大
臣
賞
】長
浜
輝
子（
豊
橋
市
）【
愛
知
県
知
事

賞
】河
合
伸
二（
和
地
町
）、河
合
敏
行（
和
地
町
）、鬼

頭
喜
重（
中
山
町
）

魅
了
さ
れ
る

高
貴
な
姿
と
芳
香

11
月
4
日［
火
］

▲出品者が丹精込めて育てた力作が並ぶ会場
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募
集

W
A
N
TED

田
原
市
臨
時
職
員

◉
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
業
務

▼
対
象
＝
窓
口
の
応
対
が
で
き
、
パ
ソ
コ

ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
が
扱
え

る
方　

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期

間
＝
平
成
27
年
１
月
５
日
～
３
月
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー　

▼
勤
務
内
容
＝
窓
口
に
関
す
る
業
務
全
般

（
各
種
受
付
・
発
行
・
交
付
・
相
談
・
電

話
対
応
な
ど
）　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
面
接 

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
15
日
（
月
）
ま
で
に

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
１
１
１

45
局
３
１
１
５

◉
臨
時
保
育
士

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
採
用
期
間

＝
平
成
27
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）　

▼
勤
務
場
所
＝

表
彰

AW
A
R
D
S

人
権
擁
護
委
員

法
務
大
臣
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権
尊
重

意
思
の
普
及
高
揚
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
業

績
が
求
め
ら
れ
た
鈴
木
敏
代
さ
ん
（
加
治

町
）
が
、
10
月
20
日
（
月
）
に
法
務
大
臣

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
保
育
園　

▼
業
務
内
容
／
賃

金
／
勤
務
時
間
＝

表
の
と
お
り　

▼
勤
務
形
態
＝
月

～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

▼
申
し
込
み
＝
平

成
27
年
１
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
子

育
て
支
援
課
へ
指

定
の
履
歴
書
と
保

育
士
証
の
写
し
を

提
出

※
登
録
制
度
に
よ

る
、
臨
時
保
育
士
の
途
中
採
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

業務内容 賃金 勤務時間

乳幼児の保育 時給１，１5０円
または1，300円

8:30 ～ 17:00
※ただし、7:30 ～ 19:00 の内
で 7 時間 45 分勤務シフトあり

※臨時保育士は保育士資格が必要です。

■田原市臨時職員（臨時保育士）

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。　▶広報秘書課☎22局0138
平成26年12月1日 │　 │14



吉
胡
貝
塚
資
料
館

冬
の
体
験
講
座　

参
加
者

▼
日
時
／
講
座
名
／
内
容
／
対
象
／
定
員

／
参
加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）
▼
そ
の
他
＝
「
ほ
の

国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
提
示
で
、小
・

中
学
生
の
入
館
料
が
無
料

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

お
い
し
い「
う
す
あ
じ
」

料
理
講
習
会　

受
講
者

　

高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
に
、
塩
分
を

減
ら
す
方
法
や
「
う
す
あ
じ
」
で
も
お
い

し
い
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
21
日
（
水
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

▼
場
所
＝
あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド 
栄
養
指
導
室
（
２

階
）　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受

講
料
＝
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
12
月

26
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
（
バ

ン
ダ
ナ
）・
み
そ
汁（
塩
分
を
測
定
し
ま
す
）

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食

生
活
改
善
協
議
会
（
健
康

課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

■吉胡貝塚資料館　冬の体験講座
日時 講座名 内容 対象 定員 参加料

H27／1／18日
13：00～16：00

どんぐりで２色の
草木染めをしよう

どんぐりを使って 1 本の手
ぬぐいを 2 色に染めます。

小学校４年生以上 各20名
（先着順） 400円

H27／2／1日
13：00～16：00

貝のおひなさまを
つくろう

貝に、布や色紙を貼って手
のひらサイズのおびなとめ
びなをつくります。

12／20土～
H27／1／31土

随時受付
（9：00～15：00）

まが玉づくり

黒・ピンクの２種類の石か
ら好きな色を選び、まが玉
を作ります
※通常のまが玉づくりも行
っています。

どなたでも ― 300円

田原市議会議員一般選挙
投票日：平成27年2月1日日
　（告示日：平成27 年１月25 日日）

■選挙運動説明会
立候補予定者および運動員を対象とした選挙運
動説明会を次のとおり開催しますので、関係者
はご出席ください。
▶日時＝ 12 月 24 日（水）14：00 ～
▶場所＝田原市役所 講堂（南庁舎６階）
▶その他＝１候補者につき３名まで出席可

〈愛知県知事選挙〉
投票日＝平成27年2月1日日

（告示日＝平成27年1月15日木）
　　　　　　　　　

▶田原市選挙管理委員会（総務課内）☎ 23 局３５０６

期　日 内　容

１月 14 日（水）立候補事務手続説明会
（14：00～／市役所講堂）

１月 21 日（水）
　～ 22 日（木）

立候補届出書類事前審査
（９：00～16：00／市役所講堂）

１月 24 日（土）選挙時登録基準日
選挙人名簿登録日

１月 25 日（日）選挙告示・立候補受付
（８：30～17：00／市役所講堂）

１月 26 日（月）期日前投票・不在者投票開始

１月 31 日（土）選挙運動最終日
期日前投票・不在者投票最終日

2 月 1 日（日） 投票日（7：00～20：00／各投票所）
開票（21：30～／田原市総合体育館）

■田原市議会議員一般選挙日程
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28
日
（
日
）
～
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

　

家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、

あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）
午

前
９
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽

根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
平
成

27
年
１
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

／
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

上
級
救
命
講
習
会　

受
講
者

　
「
普
通
救
命
講
習
で
得
た
知
識
の
再
確

認
を
し
た
い
」「
さ
ら
に
詳
し
い
応
急
手

当
を
知
り
た
い
」
と
い
う
方
を
対
象
に
、

上
級
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分　

▼
場
所

＝
消
防
署　

▼
内
容
＝
成
人
と
小
児
の
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含

む
）、
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷

の
手
当
要
領
、
搬
送
法
な
ど　

▼
定
員
＝

20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
平
成
27
年
１
月
23
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付
／
た
は

ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

自
衛
隊
貸
費
学
生

▼
応
募
資
格
＝
大
学
理
学
部
・
工
学
部
の

３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課
程
で

理
学
、
工
学
を
専
攻
し
て
い
る
方
（
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
）　

▼
学
資
金
＝
月

額
５
万
４
０
０
０
円
（
卒
業
［
修
了
］
後
、

規
定
の
期
間
を
自
衛
隊
で
勤
務
し
た
場
合

i
ア
イ
パ
ッ
ド

P
ad

・
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
日
時
／
時
間
／
定
員

／
受
講
料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト

代
は
実
費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン

タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館

２
階
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
）　

※
休
館
日
＝
月

曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）
／
12
月

は
返
還
免
除
）　

▼
申
込
期
間
＝
平
成
27

年
１
月
９
日
（
金
）
ま
で　

▼
試
験
日
＝

平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

■iPad・パソコン教室
コース 日時 定員

（先着順） 受講料

はじめてのiPad体験講座 H27／1／21水
9:30～11:30 5名

無料アプリを使ったiPad活用講座 H27／1／23金
9:30～11:30 5名

はじめての方のパソコン入門
H27／1／21水
23金・28水・30金
13:30～15:30

10名

※パソコンの環境　OS：Windows Vista　使用ソフト：Internet Explorer9
Microsoft Word2010、Excel2010／iPadは市側で用意します。

◉田原市子ども・子育て支援事業計画（案）について
募集期間 ▼12月15日月～平成27年1月14日水
　保育ニーズや子育て支援サービスのニーズの多様化など、子育て支援に対する課題を
解消し、すべての子育て家庭を支援するため、「田原市子ども・子育て支援事業計画」を策定します。
担当課 ▼子育て支援課☎23局3513 23局3545 jidou@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法　❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
　住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出してください。（個々の意見には直接回答しません。）
▪計画案の公表場所　子育て支援課、赤羽根市民センター、渥美支所地域課、市役所情報広場、中央
　図書館、市ホームページ http://www.city.tahara.aichi.jp/

パブリックコメント手続制度に基づき、以下の案件について意見を募集します。

パブリックコメント 意見募集！
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▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　

も
や
せ
な
い
ご
み
・
空
缶
・
小
物
金
属
・

ガ
ラ
ス
び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白

色
ト
レ
イ
・
有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
（
剪

定
木
・
枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境
セ
ン

タ
ー
の
み
）

【
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
】

も
や
せ
る
ご
み

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま

た
、各
施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
に

つ
い
て
は
、21
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の
業

務
の
お
し
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

▼
炭
生
館
☎
24
局
０
１
５
１

臨
時
福
祉
給
付
金・子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金・
愛
知
県
子
育
て
支
援
減
税
手
当
の
給
付

申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
軽

減
の
た
め
、次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
７
月

に
送
付
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限
＝
12
月
26
日
（
金
）
当
日
消

生
活

LIFE
年
末
の
ご
み
処
理
は
お
早
め
に

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑

し
、
入
場
す
る
ま
で
30
分
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

や
む
を
得
ず
年
末
に
ご
み
を
持
ち
込
む

場
合
は
、
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
事
前

に
自
宅
で
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。
粗
大

ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
回
収
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
12
月
29
日
（
月
）
は
、
各
資
源

化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
開
場
し
ま
す
。

印
有
効　

▼
そ
の
他
＝
申
請
書
が
届
い
て

い
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▪
臨
時
福
祉
給
付
金

▼
対
象
者
＝
平
成
26
年
度
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
（
た
だ
し
、
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

や
生
活
保
護
の
被
保
護
者
は
除
く
）　

▼
給
付
額
＝
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

（
条
件
に
よ
り
１
人
５
０
０
０
円
を
加
算
）

▪
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▼
対
象
者
＝
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者
（
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象
者
、
生
活
保
護
の
被
保
護
者
、

平
成
25
年
分
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
額
以
上
の
方
は
除
く
）　

▼
給
付
額
＝

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

▪
愛
知
県
子
育
て
支
援
減
税
手
当

▼
対
象
者
＝
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者
（
た
だ
し
、
平
成
25
年
分
所

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
以
上
の
方

は
除
く
）　

▼
給
付
額
＝
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
１
万
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▪
問
い
合
わ
せ
先

◦
臨
時
福
祉
給
付
金

▼
地
域
福
祉
課

☎
22
局
１
７
１
１

23
局
３
５
４
５

◦
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

愛
知
県
子
育
て

　

支
援
減
税
手
当

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

田
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
が

街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す

　

市
町
村
単
位
に
組
織
す
る
地
域
赤
十
字

奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
地
域
を
住
み
よ
く
し
よ
う
と

す
る
組
織
で
す
。

　

田
原
市
で
も
田
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
と

し
て
99
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
役
に
立
つ
知
識
を
習
得
し
よ

う
と
、
災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
を

受
講
し
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
田
原
市
総
合
防

災
訓
練
に
お
い
て
も
、
炊
き
出
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
毎
年
恒
例
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た

す
け
あ
い
」
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時　

▼
場
所
＝
①
イ
オ
ン
田
原
店
②

フ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
あ
つ
み
福
江
店

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５
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＝
予
約
者
に
限
り
、
田
原
・
赤
羽
根
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
も

相
談
可

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

「
工
業
統
計
調
査
」に
ご
協
力
を

　

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査（
12
月
31
日

現
在
）を
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
27
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

「
す
ま
い
給
付
金
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
す
ま
い
給
付
金
」
は
国
土
交
通
省
が

実
施
し
て
い
る
制
度
で
、
今
年
４
月
の
消

費
税
率
８
％
へ
の
引
き
上
げ
以
降
に
住
宅

を
購
入
さ
れ
た
方
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
国
か
ら
最
大
30
万
円
が
給
付
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　

申
し
込
み
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）１
８
６

http://sum
ai-kyufu.jp　

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
で
養
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
福
祉
増

進
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当

は
、
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
を
受
給
す
る

方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
26

年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
方
は
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

手
当
額
は
家
庭
の
所
得
な
ど
に
よ
り
変

動
し
ま
す
の
で
、
年
金
額
の
分
か
る
書
類

を
ご
用
意
の
う
え
、
子
育
て
支
援
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談

　

生
活
や
子
育

て
、
就
業
な
ど

お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
市
役

所
子
育
て
支
援

課　

▼
時
間
＝

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
（
予
約
優
先
）　

▼
そ
の
他

市税・料金
滞納整理強化月間実施中
　市では、市税・料金などの負担の不公平を解消するため、12 月を
滞納整理強化月間に設定し、市職員による滞納整理を強化します。
　また、県と東三河 8 市町村で構成する愛知県東三河地方税滞納整理
機構による差押など滞納処分の強化にも取り組んでいます。

【該当する市税・料金など】
市県民税、固定資産税（都市計画税含む）、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、
給食費、住宅使用料、水道料、下水道使用料、下水道負担・分担金

▶市役所（代表）☎２２局１１１１　※担当部署へおつなぎします

◦市税や料金など納め忘れはありませんか。
◦税金などは納期限までに自主的に納めていただくものです。納期限後に納付した場合、延滞金がかかるこ

とがあります。
◦市では納期限までに納めた方との負担の公平性を図るため、滞納処分（財産の差押など）も実施しています。
◦病気、失業、業績不振などやむを得ない理由で納期限までに納めることができない方は、早めに納付相談

をしてください。
◦納付書を失くした方は、市役所各担当課までご連絡ください。

プ！プップップトップ！滞ッスス
納納

ストストストップ 滞ス ップトットストップ！滞納
ストップ！滞納市税・料金料金税・料金料市市税・料金市税・料金

ストップ！滞納市税・料金
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▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

▼
対
象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
や
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方　

▼
期
日
（
い
ず
れ
も
平
成
27
年
）
／
内
容

（
い
ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）
＝
【
１
月
24

日
（
土
）】
認
知
症
者
に
対
し
て
の
接
し

方
（
周
辺
症
状
・
症
状
の
進
行
に
つ
い
て
）

【
２
月
20
日
（
金
）】
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス

解
消
に
つ
い
て
【
３
月
14
日
（
土
）】
介

護
保
険
制
度
・
福
祉
制
度
に
つ
い
て　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
場

所
＝
田
原
福
寿
園　

▼
申
し
込
み
＝
開
催

日
の
２
日
前
ま
で
に
田
原
福
寿
園
（
☎
27

局
０
０
０
８
）
へ
電
話
に
て

▪
家
族
介
護
者
交
流
会

▼
期
日
（
い
ず
れ
も
平
成
27
年
）
／
内
容

（
い
ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）
＝
【
１
月
15

日
（
木
）】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
【
２
月
19
日
（
木
）】
皮
膚
疾
患
に

つ
い
て
【
３
月
19
日
（
木
）】
高
齢
者
体

験　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園　

▼
申
し
込

み
＝
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
渥
美
福
寿

園
（
☎
34
局
６
６
８
８
）
へ
電
話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

　

こ
の
制
度
で
は
、
次
の
対
象
の
方
の
申

ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
童

わ
ら
べ
だ
い台

４
宅
地
分
譲

　

標
高
10
ｍ
以
上
の
高
台
に
あ
り
、
高
潮

や
津
波
に
も
安
全
な
土
地
で
す
。

▼
所
在
地
＝
田
原
市
浦
町
地
内　

▼
宅
地

面
積
＝
１
８
６
・
04
㎡
（
56
坪
）
～　

▼
販
売
価
格
＝
７
５
１
万
円
～　

▼
造
成

高
（
標
高
）
約
11
ｍ
～　

▼
そ
の
他
＝
上

下
水
道
の
宅
地
内
引
込
工
事
完
了

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
浦
片
土
地
区
画
整
理
組
合
（
街
づ

く
り
推
進
課
内
）
☎
23
局
３
５
２
３

http://tahara-urakata.idct.org/

家
族
介
護
者
交
流
会
を
開
催

　

ご
家
庭
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
の

勉
強
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介
護

で
の
苦
労
や
不
安
、
わ
か
ら
な
い
事
を
み

な
さ
ん
で
話
し
相
談
し
合
う
場
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

請
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▪
対
象

　

次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方

①
世
帯
内
の
同
一
の
医
療
保
険
（
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
、
社
会
保

険
な
ど
）
の
加
入
者
で
、
１
年
間
（
毎

年
８
月
１
日
～
７
月
31
日
）
に
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
を

支
払
っ
て
い
る
方

②
①
の
自
己
負
担
金
額
（
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
差
し
引
い
た

額
）
の
合
計
が
表
の
負
担
区
分
ご
と
の

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方

▪
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
の
方

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎
年
12
月

ご
ろ
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
、
申
請
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
の
で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
計
算
期
間
中
に
他
市
町
村
か
ら

住
所
を
移
し
た
方
や
、
他
の
医
療
保
険
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
方
な

ど
に
は
「
お
知
ら
せ
」
は
発
送
さ
れ
ま
せ

ん
。
支
給
対
象
要
件
を
ご
確
認
の
う
え
、

該
当
す
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

も
う
お
済
で
す
か
？
特
定
健
診
・

後
期
高
齢
者
健
診
は
12
月
末
ま
で

　

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
自
分
の
身

体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
12
月
末
ま
で
の
各
医
療
機
関
の

診
療
日　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
（
５
月
末
に
郵
送

済
）、
保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分

は
無
料　

▼
そ
の
他
＝
受
診
券
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
、
再
発
行
（
12
月
12
日
金
ま

で
）
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

■スマイルタウン童台

■高額医療・高額介護合算制度

負担区分 後期高齢者医療
制度加入者

国民健康保険や社会保険加入者
70 歳～ 74 歳 70 歳未満

現役並み所得者
( 上位所得者 ) 67 万円 67 万円 126 万円

一般 56 万円 56 万円 67 万円

低所得者Ⅱ 31 万円 31 万円

34 万円

低所得者Ⅰ 19 万円 19 万円
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利
用
方
法
な
ど
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
宛
先
に
次
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
、
空
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
こ
と
で
登
録
で
き
ま
す
。

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
方
法
メ
ー
ル
配
信
」

登
録
用
メ
ー
ル
送
信
先

e-tax@
nag.nta.go.jp

▼
豊
橋
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
10
月
28
日
、
渥
美
商
工
会
ゴ
ル
フ
親
睦

会
様
か
ら
災
害
対
策
基
金
へ
積
立
の
た

め
、
金
20
万
円
。

▼
11
月
６
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

彦
坂
直
政
様
か
ら
市
立
小

中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
推
進
お

よ
び
環
境
教

育
の
向
上
の

た
め
、
草
花
用

培
土
33
㎥
、
袋

８
４
０
袋
。

け
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
適
正
な
申
告
が

な
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
償
却
資
産
申
告
書
と
決
算
書
の

内
容
を
確
認
し
、申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手
続
き

が
で
き
る「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」を
利
用
し
て
、

償
却
資
産
の
申
告
が
可
能
で
す
。詳
し
く
は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

豊
橋
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▪
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
な
ど

の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、事
業
所
得
、不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業

務
を
行
う
す
べ
て
の
方
に
つい
て
、
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

制
度
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
申
告
が
必
要

な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
方
法
な
ど
を

　

メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す

　

名
古
屋
国
税
局
で
は
、
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
の

が
必
要
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
決
算
の
と
き
に
減
価
償

却
資
産
と
し
て
計
上
し
た
も
の
は
、
す
べ

て
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、構
築
物

で
あ
っ
て
も
家
屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の

対
象
と
な
る
も
の
や
、自
動
車
・
原
動
機

付
自
転
車
お
よ
び
一
部
の
農
耕
用
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
自
動
車
税
、軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
償
却
資
産
の
範

囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変
更
が
な

く
て
も
、
取
得
価
額
の
合
計
が
免
税
点
以

下
で
あ
っ
て
も
、
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
２
月
２

日
（
月
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
書
は
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▪
決
算
書
類
と
の
照
合
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
公
平
・
公
正
な
課
税
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
固
定
資
産
税
に
お

税TA
X

償
却
資
産
の
申
告

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、ア

パ
ー
ト
、農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
が

所
有
し
て
い
る
事
業
用
の
有
形
固
定
資
産

の
う
ち
、土
地
、家
屋
、自
動
車（
軽
自
動
車

含
む
）以
外
の
も
の
は
、償
却
資
産
と
し
て

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、申
告

区分 資産

❶構築物 温室･育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスなど
の各種ハウス･アパートのフェンス･駐車場の舗装 など

❷機械および装置
暖房機･温風機･消毒機･結束機･花選別機･花用冷蔵庫･
潅水設備・二重カーテンなどの農業用機械および装置、旋
盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート･漁船 など

❹航空機 飛行機･ヘリコプター など

❺車両および運搬具 大型特殊自動車･構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン･パソコン･机･いす･陳列ケース など

■償却資産の対象となる資産（例）
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月　日　
 施設名・電話番号

１2月 １月
26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

31
（水）

1
（祝）

2
（金）

3
（土）

4
（日）

5
（月）

6
（火）

市役所 22-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の日直室にて受け付けます。 ○ ○
赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ 出生や死亡などの届出は、渥美文化会館１階の日直室にて受け付けます。 
（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター ― ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ～正午 ○ ～正午 ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○

○
臨時開場

○ ○
赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○ ○
渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○ ○
田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○ ○

中央図書館 23-4946 ○ ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○ ○
市民活動支援センター 22-1111

内線812 ○ ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ ○ 午前９時～午後５時

（受付は午後４時まで） ○

交通公園 ― ○ ○

赤羽根文化広場 45-2823 ○ ○
パターゴルフのみ午前９時
～午後５時　無料開放
（道具はご持参ください）

○

渥美運動公園 38-0111 ○ ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○ ○ ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○ ○

伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）
※詳しくはお問い合わせください。 ○

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午前７時
～

午後５時
○ ○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

・ ）日園休の常通は］木［日51（。すまし園休時臨、間期の）水（日41・）火（日31月1、はらはたクルパテンサ
・ごみステーションの収集日は、地区ごとに異なります。詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。
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田原市の イ ベ ン ト

哲
夫
氏

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
12
月
21
日
日　

浅
野
幸
子
氏
講
演
会
（
防
災
セ
ミ
ナ
ー
）

「
女
性
と
男
性
、
双
方
の
視
点
で
地
域
防

災
力
ア
ッ
プ
！
～
地
域
の
多
様
な
参
加
で

大
規
模
災
害
を
乗
り
越
え
よ
う
！
～
」

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場
所
▼
豊
川
市
文
化
会
館　

中
ホ
ー
ル

（
豊
川
市
代
田
町
）

講
師
▼
浅
野
幸
子
（
減
災
と
男
女
共
同
参

画　

研
修
推
進
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表
）

定
員
▼
４
５
０
名
（
先
着
順
）　

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

託
児
▼
12
月
11
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
予

約
（
一
人
に
つ
き
１
０
０
円
が
必
要
）

そ
の
他
▼
手
話
通
訳
有
り
／
参
加
者
に
は

災
害
時
に
役
立
つ
防
災
グ
ッ
ズ
を
贈
呈

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８

23
局
０
１
８
０

◉
12
月
23
日
火
・
　

田
原
人
権
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
企
画

講
演
会　

盲
目
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
穴

澤
雄
介
が
贈
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
開
演（
30
分
前
開

月
の
イ
ベ
ン
ト

12
◉
12
月
11
日
木　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
と
滝
沢
馬
琴　

そ
の
２

講
師
▼
崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員 

山
田

場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

演
題
▼
「
不
利
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」

講
師
▼
穴
澤
雄
介
氏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

入
場
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、参
加
人
数
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）

託
児
▼
12
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
予

約
（
先
着
10
名
）

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

月
の
イ
ベ
ン
ト

1◉
１
月
２
日
金 

新
春
凧
揚
げ

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

内
容
▼
凧
揚
げ
、
小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
餅

つ
き
ほ
か

※
凧
揚
げ
は
、
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

◉
１
月
２
日
金　

渥
美
半
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園

対
象
▼
健
康
な
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
渥
美
運
動
公
園
、
田
原
文
化

会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
12
月
19
日
（
金
）
ま
で

に
各
施
設
に
提
出

▼
田
原
市
体
育
協
会

☎
22
局
６
０
６
３

22
局
６
４
５
５

◉
１
月
３
日
土　

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
甘
酒
の

無
料
サ
ー
ビ

ス
、餅
つ
き
大

会
、
お
正
月

遊
び
コ
ー
ナ

ー
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

▲穴澤雄介氏

平成26年12月1日 │　 │22



 

広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12

◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～12/11木
粕谷磯丸生誕 250 周年式典
田原市長杯少年野球交流大会

12/12金～12/25木
表浜自然ふれあいフェスティバル
愛知県市町村対抗駅伝競走大会

12/26金～12/31水
ぴーあーる講座　新しい市の施設
田原市の１年を振り返って

1/1木～1/8木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり　など

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原市議会　生中継（予定）

10：00から終了まで
◦12/3水、4木 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/
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冬
の
食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

　

冬
場
の
代
表
的
な
食
中
毒
の
原
因
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
毎
年
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
汚
染
さ
れ
た
二
枚
貝

な
ど
の
食
品
を
十
分
加
熱
せ
ず
に
食
べ
た

り
、
手
指
を
介
し
て
口
か
ら
体
内
に
入
り
、

腸
管
内
で
増
殖
し
、
食
中
毒
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
主
な
症
状
は
吐
き
気
や
嘔お
う

吐と

、

腹
痛
な
ど
で
、
通
常
は
２
～
３
日
で
改
善

し
、
軽
症
で
終
わ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
、
抵
抗
力
の
弱
い

方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

▪
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

   

調
理
の
前
後
や
魚
介
類
を
扱
っ
た
後
、
ト

イ
レ
の
後
な
ど
は
、
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
十

分
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
品
は
十
分
加
熱
し
（
中
心
部

を
85
℃
以
上
で
１
分
以
上
）、
調
理
器
具

も
洗
剤
で
洗
い
、
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤

で
消
毒
す
る
こ
と
も
予
防
に
有
効
で
す
。

▪
二
次
感
染
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
で
最
も
多
い

の
は
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
で
す
。
二

次
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
嘔
吐
物
や
便
の
処

理
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
素
手
で
触
ら

ず
使
い
捨
て
の
手
袋
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
嘔
吐
物
は
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤

（
２
０
０
倍
程
度
に
希
釈
）
を
用
い
て
拭

き
取
り
ま
す
。
拭
き
取
っ
た
あ
と
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
密
封
し
て
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
か
ら
、
睡
眠･

栄
養
を
し
っ
か
り

と
り
、
抵
抗
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
自
己
判

断
で
服
薬
し
た
り
せ
ず
、
必
ず
医
療
機
関

で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。   

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

12月7日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
ふくい眼科 ☎22局5878
渡辺歯科医院 ☎32局3561

12月14日（日）
昭和医院 ☎32局3749
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

12月21日（日）

第２国見医院 ☎23局2302
きまた眼科 ☎23局1092
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
平野歯科医院 ☎22局0214

12月23日（火・祝）
藤岡医院 ☎32局1515
葉山歯科医院 ☎32局0038

12月28日（日）
國見医院 ☎22局0756
なかた歯科 ☎23局1162

12月29日（月） 伊藤歯科医院 ☎22局1104

月　日 当直医 電話番号
12月30日（火） 青木歯科クリニック ☎33局1139

12月31日（水）
朽名医院 ☎33局0162
すずき歯科 ☎23局0033

1月1日（木・祝）
北山クリニック ☎23局3946
おおかわ歯科 ☎22局4182

1月2日（金）
川瀬医院 ☎35局1511
惣卜歯科医院 ☎45局2066

1月3日（土）
永井医院 ☎22局0227
花井歯科医院 ☎23局1661

1月4日（日）
岡田医院 ☎37局0001
清栄歯科クリニック ☎33局0657

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） １月１７日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） １月１４日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） １月２０日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
８～ 11 カ月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
１月　９日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）１月　５日（月）  9：00 ～ 10：30　 あつみライフランド

正しい手洗い方法 ●石けんを使い、15秒以上こすり洗い！！

手のひらをよく
こすりましょう

❶ 手の甲はのばす
ようにこすります

❷ 指先やツメの間は
特によく洗いましょう

❸

指の間を挟むよう
に洗います

❹ 親指を握るように手の
ひらをねじり洗いします

❺ 手首も忘れずに
洗いましょう

❻
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図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

12月 ▼1日月、 8日月、12日金、15日月、22日月
           28日日～31日水
　　　　※渥美図書館16日火～27日土
  1月 ▼1日木　～4日日、 5日月、9日金、13日火
　　　 19日月、26日月

●中央図書館
　一　般▶12月13日土～1月8日木
　「これも理系　あれも理系　たぶん理系　きっと理系？」
　子ども▶～12月25日木 「クリスマスがやってくる♪」

●赤羽根図書館
　一　般▶12月13日土～1月8日木  「祈りの世界」
　子ども▶12月13日土～1月8日木  「あたたかくなるほん」

●渥美図書館
　一　般▶～1月8日木  「伝える」　
　子ども▶～1月8日木  「ひつじ」

◎セルフ工作
「きりがみでクリスマスカードをつくろう」

▼開催期間＝12 月２日火～ 14 日日

▼場所＝渥美図書館

▼対象＝どなたでも（申し込み不要）
▶問合せ先＝渥美図書館☎ 33 局 1114

◎工作教室
「クリスマスカードをつくろう」

▼日時＝12月２3日火祝 午前11時～

▼場所＝赤羽根図書館子どもしつ前

▼対象＝小学生まで

▼定員＝5 名（先着順）

▼申し込み＝１２月 7 日日午前１０時～赤羽根図書館カ
ウンターにて。
▶問合せ先＝赤羽根図書館☎ 45 局 3426

◎お正月工作「ふしぎなこまを作ろう！」

▼日時＝１２月２５日木午後２時～

▼展示場所＝中央図書館こどもしつ

▼対象＝小学生

▼定員＝20 名（先着順）

▼申し込み＝１２月９日火午前１０時～電話または中央
図書館こどもしつカウンターにて。本人または家族の方
がお申し込み下さい。
▶問合せ先＝中央図書館☎ 23 局 4946

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．ポンカンを使った料理レシピが知りたい。

◎調べるキーワード
「ポンカン」、「かんきつ」

A．「ポンカン」で検索すると、児童書「ミカン
の絵本」がヒットしました。「そだててあそぼう」
の絵本シリーズには、果物や野菜についてわかり
やすく書かれていて、おすすめです。
さらに、「かんきつ」で検索すると、料理本で「ま
るごと柑橘レシピ」がヒットします。レシピ = 料理
の本と考えがちですが、栽培の本にもレシピが紹
介されていることがあります。
◎調べた本

『ミカンの絵本』河瀬憲次／
へん ほか 農山漁村文化協会 
625/ ﾐ

『まるごと柑橘レシピ』脇雅世／著 家の光協会 
596.3/ ﾜ

『 柑橘類 』根角博久／著 日本放送出版協会 
625.3/ ﾈ

『キャロライン・ケネディが選ぶ
「心に咲く名詩１１５」』
キャロライン・ケネディ／編 
柳瀬尚紀／訳   早川書房 908.1/ ｷｬ

厳選された名詩があなたに語りかけて
くれます。

『甘いもんでもおひとつ』
田牧大和／著　　　
文藝春秋　913.6/ ﾀﾏ

小さな菓子処を営む兄弟のお話。
おいしい和菓子と熱いお茶が欲しく
なるかも。

平成26年12月1日│　 │25



◉親子リトミック
親子でリズムに合わせてからだを動かし
てみよう！
日時◦12月2日火
午前10時30分～
対象◦1歳半～就
園前

◉チャレンジ
「ポンポンキャッチ」
ペットボトルを使って遊びます。なん回
キャッチできるかな？
開催期間◦12月9日火
～14日日

❶左肩が下にくるように床
に横になって、左腕で腕
枕をして頭を支えて、右腕
は真横にのばす。

❷右足を曲げて、左足のひ
ざの前に下ろす。

❸左足をゆっくり上げて、約
10秒キープしてゆっくり下
ろす。

※反対も同様に行い①～
③を数回繰り返す。

スポーツ課☎２３局3531

1

2

3

太ももは何もしなければ、普段使われていない部分の筋
肉はどんどん揺るみ、脂肪がついてしまいます。お風呂
上りにストレッチをしてほっそり太ももを目指しましょう！

ほっそり太もも
を手に入れよ

う！

75
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　給食センターの見学や試食
はできますか？

◉子育て講座ハグ
お子さんを遊ばせながらお気軽にどうぞ
日時◦12月17日水
午前10時～
テーマ◦おもちゃ・
おこづかいから学ぶ
こと
◉工作「ハニカムペーパーの
オーナメント」
くるりと広げると素敵なハニカムペー
パーを使って作ります。
開催期間◦12月16日火～21日日
午後1時30分～
対象◦小学生以上
材料費◦10円

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

12 月のお休み

12月1日月、8日月、15日月、22
日月、28日日～1月5日月

◦お知らせ
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

中学生も楽しそうです。

       　　給食センターでは、給食に関して
理解を深めてもらうことや食育推進のため
に、市内保育園・幼稚園・小中学校の園児・児
童・生徒の保護者の方などを対象に施設見学
および試食を実施しています。
※営利目的や観光目的の施設見学および試食
は、お断りしています。
▪施設見学申し込み
　田原市教育委員会（給食担当）
　☎45局5030 45局3315
　  kyusyoku@city.tahara.aichi.jp
▪試食申し込み
  給食センター（株式会社田原学校給食サービス）
　☎45局5075 45局3787　　
　  toyo-tahara@tees.jp
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

http://www.city.tahara.aichi.jp
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●人身14件（233件）
●負傷14人（229人）
●死亡0人（4人）
●物損121件（1247件）

●火災4件（31件）
●救急203件（1883件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗8件（36件）
●乗物盗5件（51件）
●非侵入盗8件　（114件）

※（　）内の数字は平成26年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

10月

の今月　納税・使用料

12

木１２月25日

木１２月２5日

固定資産税・都市計画税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（10・１１月分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

国民健康保険税
（第７期分）

介護保険料
（第５期分）

口座引落日

納期限

◉ラジオDJ「黒ちゃん」が一日警察署長に
　田原警察署の広報大
使である黒

くろいわただかず

岩唯一さんを
10月１７日、一日警察署長
に任命しました。
　黒岩さんは市内の商
業施設で買い物客らに、

「交通ルールを守り、安全な田原市を目指しましょう。」と
軽快な口調で語りかけました。
　また、田原市内の小学校を訪問し、自身の交通事故
経験を紹介。小学３・４年生の児童に自転車の安全運
転を呼びかけると、それを唱和する小学生の大きな声
が体育館に響きました。どちらの会場にも、黒岩さんと旧
知の書道家一

い ち の せ ほ う す い

ノ瀬芳翠さんが応援に駆けつけ、書道パ
フォーマンスにより会場を盛り上げました。

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

農
地
の
売
買
・
賃
借
の
仲
介
や
有
効
利

用
の
促
進
を
行
う
農
地
利
用
集
積
○
○
○

○
員
が
9
月
1
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

２　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担

軽
減
の
た
め
、
○
○
○
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
・
愛
知
県
子

育
て
支
援
減
税
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

３　

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
○
○

○
○
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

4　

1
月
２
日
、
渥
美
運
動
公
園
で
渥
美

半
島
新
春
○
○
○
○
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

5　

国
土
交
通
省
が
住
宅
購
入
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
制
度
、
○

○
○
給
付
金
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
12
月
17
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
11
月
号
の
答
え
】
し
ち
ご
さ
ん
（
応
募

総
数
41
通
中
、
正
解
41
通
、
当
選
者
の
方

の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

93.5%

H16～H25の
過去10年間の平均貯水率

H26の貯水率

冬場は降水量が減って川の汚れが目立つようになります。
川をきれいに保つためできることから始めましょう。

●市内5河川の水質調査結果

ＢＯＤ（㎎/ℓ）

9月 11月 1月 3月 5月 7月 9月

汐川環境基準（目標）10㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

1

2

3

4

5
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彫刻刀を持つ友達の表
情をよく見て描いてい
ます。遠近感が感じら
れる作品ですね。

評 評
そう　  ま

彫刻刀の掘り線が力強く
スズメバチの迫力を画面
いっぱいに表現できまし
た。

評 明るい表情が眼鏡をかけた瑛登くんにそ
っくりです。鏡をよく見て描けました。

かがみ　　　　　  み　　　 か

あか　　　　ひょうじょう　　 めがね　　　　　　　　　えい  と

評画用紙いっぱいに大きく自分の顔が描けまし
た。生き生きとした表情ですね。

 が　よう  し　　　　　　　　　　　 おお　　　　  じ   ぶん      かお　　　か

　　　 い　　　 い　　　　　　　　 ひょうじょう

水彩画 版画

野田小学校４年

原　蒼真くん

絵の具で色をつけるのが楽し
かったよ。

 

蔵王幼稚園

鈴木瑛登くん（6歳）

自分の顔を鏡でよく見て描
いたよ。

蔵王幼稚園

富田茉位 ちゃん（6歳）

  え　　 　ぐ　　　いろ　　　　　　　　　　　　たの

ま　　 い  えい　  と

安井
  愛

 先生

鈴木
  景子

 先生

じ　ぶん　　 かお　　かがみ　　　　　　み　　　 か
　　　　　

野田小学校５年

加藤悠晃くん
ゆう　 こう

本誌は再生紙を使用しています。

64,745人　総人口

32,733人　男性

32,012人　女性

21,918世帯世帯数

45人出生 54人死亡

116人転入 174人転出

-67人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成26年11月1日現在）

※増減は10月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
中
学
生
が
校
舎

を
離
れ
、自
分
で

選
ん
だ
職
場
へ
行

き
大
人
た
ち
の

中
で
学
ぶ
職
場
体

験
。消
防
署
で
職
場
体
験
を
し
た
生

徒
た
ち
の
ま
な
ざ
し
は
未
来
の
消
防

士
で
し
た
。今
回
の
経
験
が
、目
標
や

夢
を
叶
え
る
た
め
に
、今
の
自
分
に

何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、無
限
の

可
能
性
の
中
か
ら
志
す
べ
き
方
向
を

探
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。大
人
に
な
っ
て
日
々
の

生
活
に
追
わ
れ
る
と
、目
標
や
夢
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
が

ち
で
す
が
、中
学
生
の
真
剣
な
ま
な

ざ
し
に
刺
激
を
受
け
、背
筋
を
伸
ば

し
た
師
走
の
始
ま
り
で
し
た
。（
Ｏ
）

▼
挑
戦
に
失
敗
は
付
き
物
。挫
折
せ

ず
に
失
敗
か
ら
学
べ
と
い
わ
れ
ま

す
。逆
を
い
え
ば
そ
れ
は
挫
折
し
な

い
程
度
の
失
敗
を
繰
り
返
す
と
い
う

こ
と
。大
き
す
ぎ
る
目
標
よ
り
も
、手

が
届
き
そ
う
で
届
か
な
い
目
標
設
定

が
ち
ょ
う
ど
い
い
の
か
も
。（
Ｍ
）
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